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入学者選抜試験問題（第 1 次） 
専門科目① 

「経済理論・経営理論」分野 
 

以下の問 1 と問 2 から、いずれか 1 問を選んで解答しなさい。 
 
問 1 【経済理論】 

次の(1)～(4)から 2 つ選んで答えなさい。解答用紙には、選択した問題番号を
記して解答しなさい。 
 
(1) 以下の図 1 の上部に，短期の総費用曲線が描かれている。この図をもとに，
解答用紙に自分で図を描き，下部にあたる部分に，①限界費用曲線と②平均費用
曲線，③平均可変（変動）費用曲線を描きなさい。なお，その際に上部の総費用
曲線との対応関係が明確にわかるようにしなさい。 

図 1 

 



 
(2)純粋公共財の最適供給条件について，説明しなさい。その際に，非排除性，
非競合性について触れること。 
 
 
(3)流動性の罠について，IS-LM 図を用いて，説明しなさい。図は，自分で解答
用紙に描くこと。 
 
 
(4)フリードマンの主張したマネタリズムについて，期待を導入したフィリップ
ス曲線の図式を用いて説明しなさい。必要であれば，図を自分で解答用紙に描い
て，解答すること。 
 
 
  



問 2 【経営理論】 
次の(1)～(2)から 1 つ選んで答えなさい。解答用紙には、選択した問題番号を

記して解答しなさい。 
 
(1)近年、法令違反などの企業の不祥事が多く取り沙汰されるとともに、企業の
ミッション、企業統治（ガバナンス）のあり方、といったことが話題になって
いる。これらの点を踏まえて、現代企業の存在意義や役割はどのようにあるべ
きかについて、自らの考えを述べよ。なお、どのような立場をとるかは、採点
に影響しないものとする。 
 
(2)現在、日本は創業 100 年以上の企業が最も多い国であるとして知られてい
る。一方で、近年では企業における事業承継に関わる問題が多く見られている
状況にある。これらの点を踏まえて、今後、日本経済が持続的成長を遂げてい
くためには、日本企業における事業承継はどのようにあるべきかについて、経
営者の役割という点に着目して、自らの考えを述べよ。 
 


